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ご挨拶 
 

 

謹啓 貴社益々ご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、2023年（令和 5年）9月 17日（日）、18日（月・祝）の 2日間、「第 56回日本薬剤師会学術

大会」を和歌山市での現地開催およびWEB開催とのハイブリッドとして開催することとなりました。 

薬機法の改正等で大きく変遷しつつある薬剤師業務において、底流をなす最も重要なアイデンティティは、地域の

住民・患者・お客・医療や介護の他職種等々の薬剤師を取り巻く多くの人々とお互いの立場や状況を理解し尊重

し合うことだと考え、大会テーマを「和の心 ～未来へ～」としました。 

「和をもって尊しとなす」、「和して同ぜず」の古くからの言葉を大切に、どうすれば薬剤師が地域の医療や健康推

進になくてはならない存在だと国民に理解されるかのような議論を深めて頂ければと考えております。 

当県では 40 年以上の長きにわたり県外への大学進学率が全国 1 位と、優秀な若者の県外流出が続いており

ましたが、県政一丸となって県内に大学・学部を誘致した結果、この 5 年間に今までの 4 校から一挙に 9 大学・学

部に増えました。 

その中心にあるのが和歌山県立医科大学薬学部の創設です。今大会では会場として薬学部の施設を多くお借り

すると共に企画の段階から薬学部の先生方にお知恵を拝借していることから、多くの薬学生の参加が予想されます。

彼らが夢と期待を持てるような大会にしたいとも考えております。 

また、学会でなく、全国の薬剤師が地域や職種を超えて和歌山に集う学術大会であることを大切にし、お祭り的

要素を加えて、コロナ禍で暗い状況が長く続いている中、明るく楽しい大会になるような企画案を練っています。 

当県は、会員数 1000 人に満たない小さな県ですが、会員一同団結し立派な大会実現に向け努力しておりま

すので、ぜひ今大会へのご理解とご協力をお願い致します。 

今大会参加者を 6000～8000 名と予想して出来る限り切り詰めて準備を進めていますが、WEB 費用等に経

費が非常にかかり、残念ながら参加費のみでの大会運営は困難な状況です。 

つきましては、これらの趣旨や状況をご理解いただき、充実した第 56 回日本薬剤師会学術大会とするために各

種協賛等へのご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

なお、拠出いただきました協賛金等について、日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明化

ガイドライン」に基づく「協賛企業様と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、学会等

の会合開催にかかる費用として公表することについて了承いたします。 

末筆ながら、貴社の益々のご発展とご繁栄をお祈り申し上げます。 

 

謹白 
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開催概要 

 

1. 名 称  第 56 回日本薬剤師会学術大会 

 

2. テ ー マ  和の心 ～未来へ～ 

 

3. 会    期  2023 年 9月 17日（日）・18日（月・祝） 

 

4. 会    場  和歌山県民文化会館（〒640-8269 和歌山市小松原通一丁目 1番地） 

和歌山城ホール（〒640-8156 和歌山市七番丁 25番地の 1） 

和歌山県立医科大学薬学部キャンパス（〒640-8156 和歌山市七番丁 25番 1） 

ダイワロイネットホテル和歌山（〒640-8156 和歌山市七番丁 26-1） 

ホテルアバローム紀の国（〒640-8262 和歌山市湊通丁北 2-1-2） 

 

5. 主 催  公益社団法人 日本薬剤師会／一般社団法人 和歌山県薬剤師会 

 

6. 大会運営委員長  稲葉 眞也（一般社団法人 和歌山県薬剤師会 会長） 

 

7. 参加者予定数  約 7,000 名 

 

8. 予 定 プログラム  9月 17 日（日）：開会式、特別記念講演、特別講演、分科会、一般演題 

（口頭発表・ポスター発表）、ランチョンセミナー、懇親会 

9月 18 日（月・祝）：分科会、一般演題（口頭発表・ポスター発表）、県民公開講座 

開催期間中：各種展示（薬科機器、OA機器、医薬品、書籍等） 

 

9. 開 催 形 式  ハイブリッド開催（現地開催に加え、一部セッションにてWEB配信を実施予定） 

 

10. ホームページ   https://www.c-linkage.co.jp/jpa56/ 

 

11. 事 務 局  一般社団法人 和歌山県薬剤師会 

〒640-8249 和歌山市雑賀屋町 19 番地 

TEL：073-422-4748 FAX：073-428-1143 

 

12. 運営事務局  株式会社コンベンションリンケージ内 

    〒531-0072 大阪市北区豊崎 3-19-3 PIAS TOWER 11F 

    TEL：06-6377-2188  FAX：06-6377-2075 

    E-mail：jpa56@c-linkage.co.jp 

 

13. 免 責 事 項  天変地災等主催者の責めに帰すべき事由によらず上記開催概要に影響が生じた場合は、  

ご協賛内容および費用につき、ご調整をお願いする場合がございますことをご了承ください 

https://www.c-linkage.co.jp/jpa56/
mailto:jpa56@c-linkage.co.jp
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募金要項 

 

1. 募金の名称  第 56回日本薬剤師会学術大会 募金 

 

2. 募金目標額  10,000,000円 

 

3. 募金の対象先  日本製薬団体連合会とその他企業・団体 

 

4. 募金締切  2023年 9月 16日（土） 

 

5. 寄付金の用途  第 56回日本薬剤師会学術大会の運営費へ充当 

 

6. 申込方法 

本学術大会ホームページの「募金」項目よりお申込みください。 

ホームページ URL：https://www.c-linkage.co.jp/jpa56/  

 

7. 寄付金の振込先 

銀行名：紀陽銀行 

店名：県庁支店（店番 323） 

口座番号：普通 416014 

口座名義：第 56回日本薬剤師会学術大会 

（ﾀﾞｲｺﾞｼﾞﾕｳﾛﾂｶｲﾆﾎﾝﾔｸｻﾞｲｼｶｲｶﾞｸｼﾞｭﾂﾀｲｶｲ） 

※振込手数料は貴社にてご負担ください。 

※銀行発行の振込控えをもって当方の領収書に代えさせていただきます。 

※請求書・領収書が必要な場合は運営事務局へあらかじめご連絡ください。 

 

8. その他 

寄付金に対する税制上の優遇措置はございませんのでご了承ください。 

日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」に基づき、学会等の会合開催

費用の支援としての学会寄付、学会共催費に関する情報を各企業が自社のウェブサイト等を通じて公表する

ことに伴い、第 56回日本薬剤師会学術大会に関する費用について公表されることを了承いたします。 

https://www.c-linkage.co.jp/jpa56/

